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名　　称 形　　名 入力信号又はセンサ 備　　　　　　考 頁 

ＡＧＰ－□□ 

ＡＧＰ－□Ｅ□ 

ＣＧＰ－□ 

ＤＧＰ－□□ 

ＤＧＰ－□Ｆ□ 

ＤＧＰ－□Ｒ□ 

ＤＧＰ－□Ｖ 

ＦＧＰ－□ 

ＪＧＰ－□ 

ＥＧＰ－□ 

ＥＧＰ－□Ｚ 

ＫＧＰ－□ 

ＬＭＰ－□ 

ＭＭＰ－□ 

ＮＭＰ－□ 

ＰＧＰ－□ 

ＰＧＰ－□Ｃ 

ＱＧＰ－□ 

ＳＧＰ－□ 

ＵＧＰ－□□ 

ＶＧＰ－□□ 

ＶＧＰ－□Ｅ□ 

ＴＧＰ－□□ 

ＷＧＰ－□□ 

ＸＧＰ－□ 

ＹＧＰ－□ 

ＲＡＧＰ－□ 

ＲＢＧＰ－□Ｄ 

ＲＤＧＰ－□ 

ＲＰＧＰ－□ 

ＲＩＧＰ－□□ 

ＲＬＧＰ－□ 

ＲＦＧＰ－□ 

ＲＫＭＰ－□ 

ＲＲＧＰ－□ 

ＲＸＧＰ－□ 

ＥＨＰ－□１ 

ＥＨＰ－□２ 

ＥＨＰ－□３ 

ＲＨＰ－□１ 

ＲＨＰ－□２ 

ＲＨＰ－□３ 

ＮＨＰ－□１ 

ＮＨＰ－□２ 

ＮＨＰ－□３ 

ＧＰ, ＭＰ, ＨＰ 

４ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３，１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２４ 

２５，２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

３１ 

３２ 

３３ 

３４ 

３５ 

３６ 

３７ 

３８ 

３９ 

４０ 

４１ 

 

４２ 

４３ 

 

４４ 

４５ 

４６ 

４７ 

ＡＣ電流（正弦波） 

ＡＣ電流（歪波） 

測温抵抗体 

ＡＣ電圧（正弦波） 

ＡＣ電圧（歪波） 

タコゼネ等の周波数 

ＡＣ電圧の周波数 

熱電対起電力 

ＤＣ電圧・電流 

ＤＣ電圧・電流 

ＤＣ電圧・電流 

ＤＣ電圧・電流 

ＤＣ電圧・電流 

パルス 

パルス 

パルス 

抵抗変化 

ロードセル 

ＤＣ電圧・電流 

ＤＣ電圧・電流 

ＤＣ電圧・電流 

ＤＣ電圧・電流 

単相２線式電力 

単相３線式電力 

三相３線式電力 

単相２線式無効電力 

単相３線式無効電力 

三相３線式無効電力 

単相２線式力率 

単相３線式力率 

三相３線式力率 

ＤＣ電圧・電流（２入力） 

ＤＣ電圧・電流（２入力） 

ポテンショメータ 

二線式伝送器 

測温抵抗温度変換器 

アイソレータ 

高速アイソレータ 

リバースアイソレータ 

絶対値出力アイソレータ 

周波数トランスデューサ 

熱電対温度変換器 

 

交流電圧トランスデューサ 

直流─パルス変換器 

ディストリビュータ 

交流電流トランスデューサ 

□には補助電源の種類を示す記号が入ります。 

ポテンショメータ変換器 

リニアライザ 

アナログメモリ 

ピークホルダ 

 

開平演算器 

電　源 

減　算　器 

 

回転数変換器 

加　算　器 

乗　算　器 

除　算　器 

一次遅れ変換器 

パルスアイソレータ 

パルスレート変換器 

ロータリエンコーダ用パルスアイソレータ 

抵抗─直流変換器 

ロードセル変換器 

入力選択変換器 

アナログバックアップ 

直流─ポテンショメータ変換器 

直流電力トランスデューサ 

 

電力トランスデューサ 

 

 

無効電力トランスデューサ 

 

 

力率トランスデューサ 

 

本体 外形寸法・取付寸法 

付属品，別売品 

 

平均値整流方式 リミッタ機能付可能 

実効値演算方式 リミッタ機能付可能 

リニアライザ内蔵 

リミッタ機能付可能 

リミッタ機能付可能 

リミッタ機能付可能 

 

VT入力用（タコゼネ出力，パルス信号にはＴＧＰ－□が適します） 

リニアライザ，冷接点補償内蔵 

無電圧接点出力，電圧パルス出力 

オープンドレイン出力，電圧パルス出力 

ＫＧＰ－７：二線式伝送器 

折線近似方式，マイコン内蔵 

マイコン内蔵 

トップホールド，ボトムホールド，マイコン内蔵 

絶縁形 

Ｃ：非絶縁形 

 

 

ａＸ－ｂＹ 

平均値整流方式 リミッタ機能付可能 

実効値演算方式 リミッタ機能付可能 

Ｓ：スローパルス仕様，　Ｄ：センサ用電源付 

ａＸ＋ｂＹ 

ｋ（Ｘ×Ｙ） 

ｋ（Ｘ÷Ｙ） 

フィルタ機能 

パルス信号の絶縁， Ｄ：センサ用電源付 

パルス信号の分周 Ｄ：センサ用電源付 

ロータリエンコーダパルスの絶縁　　Ｄ：センサ用電源付 

リミッタ機能付可能 

各種定格出力電圧のロードセルに適合 

 

マイコン内蔵 

出力はポテンショメータ（ポテンショメータ内臓） 

 

 

時分割乗算方式 

 

 

時分割乗算方式 

 

 

電力・無効電力演算 

・各製品の仕様、性能、接続方法、発注方法はそれぞれの機種ごとの頁にまとめてあります。 
・使用環境については「取扱い上の注意」の項（４８頁）をご覧ください。 
・外形寸法、取付寸法、材質、質量などは４６頁に記載してあります。 

※各種電気信号を統一された直流信号に変換する計測用の信号変換器です。 

※Ｌシリーズ、Ｇシリーズなど電力用変換器の多年の実績をもとに、小形、

軽量、低価格を実現したコンパクトな信号変換器です。 

※全面的に難燃性樹脂を使用した、安心してご利用いただける信号変換器です。 

※取り扱いが容易で、仕様変更などにも対応しやすい、プラグイン式の端子

構造を採用しました。 

GP MP HP シリーズ変換器 
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Ｅ
Ｈ
Ｐ 

製作範囲 

定格電圧の製作範囲 

定格電流の製作範囲 

定格周波数の製作範囲 

入力範囲の製作範囲 

６０ V～２４０ V 

０.１ A～５ A 

４５～４５０ Hz 

単相２線：入力範囲の上限が（定格電圧×定格電流）の４０～１２０％ 

単相３線：入力範囲の上限が（定格電圧×定格電流）×２の４０～１２０％ 

三相３線：入力範囲の上限が（定格電圧×定格電流）×√３の４０～１３０％ 

電力トランスデューサ 
EHＰ－□1 
EHＰ－□2 
EHＰ－□3

カスタムＩＣの使用で小形、軽量、高信頼性。 
入力と出力間はトランスで完全に絶縁。 
プラグイン式の採用で保守、仕様変更が容易。 
JIS C １１１１ AC－DCトランスデューサ　０.５級。 

特長 

：単相用 

：単相３線用 

：三相３線用 

種　類 

単相２線 
EHP-□１ 

単相３線 
EHP-□２ 

三相３線 
EHP-□３ 

記号 入力範囲 定格電圧 定格電流 周波数 消費電力 

入　力 

製作仕様 

１ 

２ 

 

 

１ 

２ 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

０～ ５００ W 

０～１０００ W 

 

 

０～１０００ W 

０～２０００ W 

 

 

０～１０００ W 

０～２０００ W 

０～ ８３３ W 

０～１６６７ W

１００ V 

２００ V 

 

 

２×１００ V 

２×２００ V 

 

 

１１０ V 

２２０ V 

１１０ V 

２２０ V

５ A 

５ A 

 

 

５ A 

５ A 

 

 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz 

 

 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz 

 

 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz 

 

電圧入力 

０.５ VA（１素子当たり） 

電流入力 

０.５ VA（１素子当たり）  

記号 出力範囲 負荷抵抗 製作範囲 

出　力 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

 

DC ０～ １００ mV 

DC ０～ １ V 

DC ０～ ５ V 

DC ０～ １０ V 

DC １～ ５ mA 

DC ０～ １ mA 

DC ０～ １０ mA 

DC ４～ ２０ mA

 ６００ Ω ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

 １ kΩ ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

 ０ Ω ～ １０kΩ 

 ０ Ω ～ １kΩ 

 ０ Ω ～５５０Ω 

電圧出力の最大　　１０ V 

　　　　負過電流　１０ mA 以下 

電流出力の最大　　２０ mA 

　　　　負過電圧　１１ V　以下 

記号 定　　格 使用範囲 消費電力 

補助電源 

備　　考 

１ 

２ 

３ 

５ 

DC　　　  ２４ V 

AC １００／１１０ V　５０／６０ Hz 

AC ２００／２２０ V　５０／６０ Hz 

DC １００／１１０ V

約 ３.０ W 

約 ３.０ VA 

約 ３.０ VA 

約 ３.０ W

左記以外はお問い合わせ下さい。 DC  ２１.６ V ～ ２６.４ V 

AC ９０ V ～ １２１ V 

AC １８０ V ～ ２４２ V 

DC ９０ V ～ １２１ V
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結線図 

性能 

（１）許　　容　　差 出力スパンの±０.５％以下（周囲温度２３℃） 

（２）温 度 の 影 響 出力スパンの±０.５％以下─周囲温度の±１０℃変化での値 

（３）補助電源電圧の影響 出力スパンの±０.２５％以下─補助電源電圧の±１０％変化での値 

（４）周波数の影響 出力スパンの±０.２５％以下─定格周波数の±５％変化での値 

（５）電 圧 の 影 響 出力スパンの±０.２５％以下─定格電圧の±１０％変化での値 

（６）力 率 の 影 響 出力スパンの±０.５％以下─力率１と０.５の差 

（７）負荷抵抗の影響 出力スパンの±０.０５％以下─負荷抵抗範囲内で 

（８）出力のリプル 出力スパンの１％ Ｐ－Ｐ以下 

（９）応　答　時　間 １秒以下─最終定常値の±１％以下に収まるまでの時間 

（１０）耐　　電　　圧 ＡＣ ２０００Ｖ、１分間─入力、出力、補助電源、接地端子、外箱の各相互間 

（１１）絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ ５００Ｖ メガーにて）─入力、出力、補助電源、接地端子、外箱の各相互間 

の順でご指定ください。 

　□には下記の数字が入ります。 

左頁の製作仕様欄の記号を記入してください。 

表中に該当する仕様のない場合は、記号９を記入し、 
仕様を連絡ください。 

ＥＨＰ－□□ － □ － □ 

注文時指定事項 

１.形名と補助電源 ２.入力 ３.出力 

ご注文の例 
　①ＥＨＰ－２３－２－８ 
　②ＥＨＰ－２３－９－８　　入力 ０～１２００ W　電圧 １１０ V　電流 ５ A 
※VT、CTと組合せて使用する場合で、一次側入力で発注いただく場合は、入力の記号は９とし、一次側入力、VT
比、CT比をご提示ください。この場合はラベルに一次側入力、VT比、CT比を記入します。 
※EHPシリーズには、ソケットから本体を抜いた時、入力回路がオープンになるのを防ぐためのプロテクタ（ダイ
オード・ユニットZHP－B）が付属します。ご不要の場合はご連絡ください。 
※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

Ｅ
Ｈ
Ｐ 

VT、CTは当社の製品を是非ご使用ください。PMe形、COM形等、各種取り揃えております。 

P1

7 6 5 41214

9 10 1 2

3 P3

3L3S1L1S

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P2

P1

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT2PT1

1
2
3 CT2

CT1 LOADSOURCE

7 6 5 41214

9 10 1 2

3 P3

3L3S1L1S

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P2

P1

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT2PT1

1
2
3 CT2

CT1 LOADSOURCE

7 6 5 41214

9 10 1 2

3

LS

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P

± 

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT

CT LOADSOURCE

EHP－□１　単相２線 EHP－□２　単相３線 EHP－□３　三相３線 



42

Ｒ
Ｈ
Ｐ 

製作範囲 

定格電圧の製作範囲 

定格電流の製作範囲 

定格周波数の製作範囲 

入力範囲の製作範囲 

６０ V～２４０ V 

０.１ A～５ A 

４５～４５０ Hz 

単相２線：入力範囲の上限が（定格電圧×定格電流）の４０～１２０％ 

単相３線：入力範囲の上限が（定格電圧×定格電流）×２の４０～１２０％ 

三相３線：入力範囲の上限が（定格電圧×定格電流）×√３の４０～１３０％ 

無効電力トランスデューサ 
RHＰ－□1 
RHＰ－□2 
RHＰ－□3

カスタムＩＣの使用で小形、軽量、高信頼性。 
入力と出力間はトランスで完全に絶縁。 
プラグイン式の採用で保守、仕様変更が容易。 
JIS C １１１１ AC－DCトランスデューサ　０.５級。 

特長 

：単相２線用 

：単相３線用 

：三相３線用 

 

種　類 

単相２線 
RHP-□１ 

単相３線 
RHP-□２ 

三相３線 
RHP-□３ 

記号 入力範囲 定格電圧 定格電流 周波数 消費電力 

入　力 

製作仕様 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

３ 

４ 

 ５００ ～０～ ５００ var 

 ５００ ～０～ ５００ var 

 １０００ ～０～ １０００ var 

 １０００ ～０～ １０００ var 

 １０００ ～０～ １０００ var 

 １０００ ～０～ １０００ var 

 ２０００ ～０～ ２０００ var 

 ２０００ ～０～ ２０００ var 

 １０００ ～０～ １０００ var 

 ２０００ ～０～ ２０００ var 

 ８３３ ～０～ ８３３ var 

 １６６７ ～０～ １６６７ var

１００ V 

１００ V 

２００ V 

２００ V 

２×１００ V 

２×１００ V 

２×１００ V 

２×２００ V 

１１０ V 

２２０ V 

１１０ V 

２２０ V

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A

５０ Hz 

６０ Hz 

５０ Hz 

６０ Hz 

５０ Hz 

６０ Hz 

５０ Hz 

６０ Hz 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz

電圧入力 

０.５ VA（１素子当たり） 

電流入力 

０.５ VA（１素子当たり） 

（注）１. 単相２線、単相３線は、５０Hz又は６０Hzの周波数指定です。 

　　２. 三相３線は、電圧回路が平衡している必要があります。 
　　　 電流回路は不平衡でも正常に動作します。 

記号 出力範囲 負荷抵抗 製作範囲 

出　力 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

－１００ ～ ０ ～ １００ mV 

  －１ ～ ０ ～ １ V 

  －５ ～ ０ ～ ５ V 

  －１０ ～ ０ ～ １０ V 

  １ ～ ３ ～ ５ V 

  －１ ～ ０ ～ １ mA 

  －１０ ～ ０ ～ １０ mA 

  ４ ～ １２ ～ ２０ mA

 ６００ Ω ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

 １ kΩ ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

 ０ Ω ～ １０kΩ 

 ０ Ω ～ １kΩ 

 ０ Ω ～５５０Ω 

電圧出力の最大　１０ V 負荷電流　１０ mA 以下 

電流出力の最大　２０ mA 負荷電圧　１１ V 以下 

入力と出力の関係 
　●標準はLEAD側入力で負出力、LAG側入力で正出力です。 
　● LAG側入力で負出力、LEAD側入力で正出力も製作できます。 

記号 定　　格 使用範囲 消費電力 

補助電源 

備　　考 

１ 

２ 

３ 

５ 

DC　　　  ２４ V 

AC １００／１１０ V　５０／６０ Hz 

AC ２００／２２０ V　５０／６０ Hz 

DC １００／１１０ V

約 ３.０ W 

約 ３.０ VA 

約 ３.０ VA 

約 ３.０ W

左記以外はお問い合わせ下さい。 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG

DC  ２１.６ V ～ ２６.４ V 

AC ９０ V ～ １２１ V 

AC １８０ V ～ ２４２ V 

DC ９０ V ～ １２１ V
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結線図 

性能 

（１）許　　容　　差 出力のスパンの±０.５％以下（周囲温度２３℃） 

（２）温 度 の 影 響 出力のスパンの±０.５％以下─周囲温度の±１０℃変化での値 

（３）補助電源電圧の影響 出力のスパンの±０.２５％以下─補助電源電圧の±１０％変化での値 

（４）周波数の影響 出力のスパンの±０.２５％以下─定格周波数の±５％変化での値 

（５）電 圧 の 影 響 出力のスパンの±０.２％以下─定格電圧の±１０％変化での値 

（６）力 率 の 影 響 出力のスパンの±０.５％以下─無効電力１と０.５の差 

（７）負荷抵抗の影響 出力のスパンの±０.０５％以下─負荷抵抗範囲内で 

（８）出力のリプル 出力のスパンの１％ Ｐ－Ｐ以下 

（９）応　答　時　間 １秒以下─最終定常値の±１％以下に収まるまでの時間 

（１０）耐　　電　　圧 ＡＣ ２０００Ｖ、１分間─入力、出力、補助電源、接地端子、外箱の各相互間 

（１１）絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ ５００Ｖ メガーにて）─入力、出力、補助電源、外箱の各相互間 

の順でご指定ください。 

□には下記の数字が入ります。 

左頁の製作仕様欄の記号を記入してください。 

表中に該当する仕様のない場合は、記号９を記入し、 
仕様を連絡ください。 

ＲＨＰ－□□ － □ － □ 

注文時指定事項 

１.形名と補助電源 ２.入力 ３.出力 

ご注文の例 
　①RＨＰ－２３－２－８ 
　②RＨＰ－２３－９－８　　入力 ０～１２００ var　電圧 １１０ V　電流 ５ A 
※VT、CTと組合せて使用する場合で、一次側入力で発注いただく場合は、入力の記号は９とし、一次側入力、 VT
比、CT比をご提示ください。この場合はラベルに一次側入力、VT比、CT比を記入します。 
※出力は、入力 LEAD 側で負、 LAG 側で正、が原則となります。 
※RHPシリーズには、ソケットから本体を抜いた時、入力回路がオープンになるのを防ぐためのプロテクタ（ダイ
オード・ユニットZHP－B）が付属します。ご不要の場合はご連絡ください。 
※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

Ｒ
Ｈ
Ｐ 

7 6 5 41214

9 10 1 2

3 P3

3L3S1L1S

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P2

P1

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT2PT1

1
2
3 CT2

CT1 LOADSOURCE

7 6 5 41214

9 10 1 2

3 P3

3L3S1L1S

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P2

P1

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT2PT1

1
2
3 CT2

CT1 LOADSOURCE

7 6 5 41214

9 10 1 2

3

LS

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P

± 

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT

CT LOADSOURCE

RHP－□１　単相２線 RHP－□２　単相３線 RHP－□３　三相３線 

VT、CTは当社の製品を是非ご使用ください。PMe形、COM形等、各種取り揃えております。 
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Ｎ
Ｈ
Ｐ 

製作範囲 

定格電圧の製作範囲 

定格電流の製作範囲 

定格周波数の製作範囲 

入力範囲の製作範囲 

６０ V～２４０ V 

０.１ A～５ A 

４５～４５０ Hz 

LEAD ０.５～１～LAG ０.５ 又は LAG ０.５～１～LEAD ０.５ 

力率トランスデューサ 
NHＰ－□1 
NHＰ－□2 
NHＰ－□3

カスタムＩＣの使用で小形、軽量、高信頼性。 
入力と出力間はトランスで完全に絶縁。 
プラグイン式の採用で保守、仕様変更が容易。 
JIS C １１１１ AC－DCトランスデューサ　２.０級。 

特長 

：単相２線用 

：単相３線用 

：三相３線用 

種　類 

単相２線 
NHP-□１ 

単相３線 
NHP-□２ 

三相３線 
NHP-□３ 

記号 入力範囲 定格電圧 定格電流 周波数 消費電力 

入　力 

製作仕様 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

 ０.５ ～１～ ０.５  

 ０.５ ～１～ ０.５  

 ０.５ ～１～ ０.５ 

 ０.５ ～１～ ０.５  

 ０.５ ～１～ ０.５  

 ０.５ ～１～ ０.５  

 ０.５ ～１～ ０.５  

 ０.５ ～１～ ０.５  

 ０.５ ～１～ ０.５  

 ０.５ ～１～ ０.５  

１００ V 

１００ V 

２００ V 

２００ V 

２×１００ V 

２×１００ V 

２×１００ V 

２×２００ V 

１１０ V 

２２０ V

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A 

５ A

５０ Hz 

６０ Hz 

５０ Hz 

６０ Hz 

５０ Hz 

６０ Hz 

５０ Hz 

６０ Hz 

５０／６０ Hz 

５０／６０ Hz

電圧入力 

０.５ VA（１素子当たり） 

電流入力 

０.５ VA（１素子当たり） 

（注）１. 単相２線、単相３線は、５０Hz又は６０Hzの周波数指定です。 

　　２. 三相３線は、電圧回路が平衡している必要があります。 
　　　 電流回路は不平衡でも正常に動作します。 

記号 出力範囲 負荷抵抗 製作範囲 

出　力 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

－１００ ～ ０ ～ １００ mV 

  －１ ～ ０ ～ １ V 

  －５ ～ ０ ～ ５ V 

  －１０ ～ ０ ～ １０ V 

  １ ～ ３ ～ ５ V 

  －１ ～ ０ ～ １ mA 

  －１０ ～ ０ ～ １０ mA 

  ４ ～ １２ ～ ２０ mA

 ６００ Ω ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

 １ kΩ ～ ∞ 

６００  Ω ～ ∞ 

 ０ Ω ～ １０kΩ 

 ０ Ω ～ １kΩ 

 ０ Ω ～５５０Ω 

電圧出力の最大　１０ V 負荷電流　１０ mA 以下 

電流出力の最大　２０ mA 負荷電圧　１１ V 以下 

入力と出力の関係 
　●標準はLEAD側入力で負出力、LAG側入力で正出力です。 
　● LAG側入力で負出力、LEAD側入力で正出力も製作できます。 
　● LEAD ０.５～１～LAG ０.５ の入力に対して 
　　－５０～－１００／＋１００～＋５０％の特性のものも製作できます。 

記号 定　　格 使用範囲 消費電力 

補助電源 

備　　考 

１ 

２ 

３ 

５ 

DC　　　  ２４ V 

AC １００／１１０ V　５０／６０ Hz 

AC ２００／２２０ V　５０／６０ Hz 

DC １００／１１０ V

DC  ２１.６ V ～ ２６.４ V 

AC ９０ V ～ １２１ V 

AC １８０ V ～ ２４２ V 

DC ９０ V ～ １２１ V

約 ３.０ W 

約 ３.０ VA 

約 ３.０ VA 

約 ３.０ W

左記以外はお問い合わせ下さい。 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG 

LEAD　　　　LAG
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結線図 

性能 

（１）許　　容　　差 出力スパンの±２％以下 
 （周囲温度２３℃） 
（２）温 度 の 影 響 出力スパンの±０.５％以下 
 ─周囲温度の±１０℃変化での値 
（３）補助電源電圧の影響 出力スパンの±０.２５％以下 
 ─補助電源電圧の±１０％変化での値 
（４）周波数の影響 出力スパンの±１.０％以下 
 ─定格周波数の±１０％変化での値 
（５）電 圧 の 影 響 出力スパンの±１.０％以下 
 ─定格電圧の±１０％変化での値 
（６）電 流 の 影 響 出力スパンの±２％以下 
 ─定格電流と、２０％または、１２０％との差 
（７）負荷抵抗の影響 出力スパンの±０.０５％以下 
 ─負荷抵抗範囲内で 
（８）出力のリプル 出力スパンの１％ Ｐ－Ｐ以下 
（９）応　答　時　間 １秒以下─最終定常値の±１％以下に 
 収まるまでの時間 
（１０）耐　　電　　圧 ＡＣ ２０００Ｖ、１分間 
 ─入力、出力、補助電源、接地端子、 
 　外箱の各相互間 
（１１）絶　縁　抵　抗 １００ＭΩ以上（ＤＣ ５００Ｖ メガーにて） 
 ─入力、出力、補助電源、接地端子、 
 　外箱の各相互間 

の順でご指定ください。 

　□には下記の数字が入ります。 

左頁の製作仕様欄の記号を記入してください。 

表中に該当する仕様のない場合は、記号９を記入し、 
仕様を連絡ください。 

ＮＨＰ－□□ － □ － □ 

注文時指定事項 

１.形名と補助電源 ２.入力 ３.出力 

ご注文の例 
　①NＨＰ－２３－２－８ 
　②NＨＰ－２３－９－８　　入力 LEAD ０.５～１～LAG ０.５　電圧 １１５ V　電流 ５ A 
　　　　　　　　　　　　 出力 DC ０～１～２ V 
※出力は、入力 LEAD 側で負、 LAG 側で正、が原則となります。 
※NHPシリーズには、ソケットから本体を抜いた時、入力回路がオープンになるのを防ぐためのプロテクタ（ダイ
オード・ユニットZHP－B）が付属します。ご不要の場合はご連絡ください。 
※特殊仕様については当社係員までご相談ください。 

Ｎ
Ｈ
Ｐ 

7 6 5 41214

9 10 1 2

3 P3

3L3S1L1S

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P2

P1

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT2PT1

1
2
3 CT2

CT1 LOADSOURCE

7 6 5 41214

9 10 1 2

3 P3

3L3S1L1S

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P2

P1

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT2PT1

1
2
3 CT2

CT1 LOADSOURCE

7 6 5 41214

9 10 1 2

3

LS

S1S2
（S－） （S＋） － ＋ 

P

± 

1115

8

OUTPUT Aux. SUPPLY

PT

CT LOADSOURCE

NHP－□１　単相２線 NHP－□２　単相３線 NHP－□３　三相３線 

（NHP－□３に適用） 

力率トランスデューサは下図のように
２種類の特性がありますが、指定のな
い場合は、特性１となります。 

特性１ 

特性２ 

1

＋0.5

＋1V

－0.5

－1V

0.50
1 0.5 0

（LEAD） 

COS　（LAG） 

COS　（LAG） 

1

＋0.5

＋1V

－0.5

－1V

0.50
1 0.5 0

（LEAD） 

VT、CTは当社の製品を是非ご使用ください。PM形、COM形等、各種取り揃えております。 
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本
体
・
付
属
品
・
別
売
品
　
Ｇ
Ｐ
・
Ｍ
Ｐ
・
Ｈ
Ｐ 

５２以上 

４０ ４０ ４０ 

５２以上 

Ｍ４ネジまたはφ４.８穴 

密着取付可能 

GP， MP

HP

取付寸法図取付寸法図 

取付寸法図取付寸法図 

外形図外形図 

ケ　ー　ス：ガラス繊維強化ポリカーボネイト
樹脂、黒色 

端　子　部：ポリカーボネイト樹脂、黒色 
ソ ケ ッ ト：ガラス繊維強化ノリル樹脂、黒色 

外箱外箱の材質材質 

本体：約 ３５０ｇ・ソケット：約 ６０ｇ 

質量質量 

ケ　ー　ス：ガラス繊維強化ポリカーボネイト
樹脂、黒色 

端　子　部：ポリカーボネイト樹脂、黒色 
ソ ケ ッ ト：ガラス繊維強化ノリル樹脂、黒色 

外箱外箱の材質材質 

本体：約 ５００ｇ・ソケット：約 １００ｇ 

質量質量 

付　属　品：ソケット（形名 ８ＰＦＡ 又は １１ＰＦＡ、オムロン製） 
試験成績書：発注時にご要求があれば、製品に

添付して出荷します。（製品出荷
後のご要求には応じられませんの
でご承知おきください。） 

取扱説明書：弊社営業部員にご請求ください。 

付属品、付属品、他 

付　属　品：ソケット（形名 １４ＰＦＡ、オムロン製） 　　　
ダイオード・ユニット 

試験成績書：発注時にご要求があれば、製品に
添付して出荷します。（製品出荷
後のご要求には応じられませんの
でご承知おきください。） 

取扱説明書：弊社営業部員にご請求ください。 

付属品、付属品、他 

本　体 

取付寸法 

機種により、調整器の位置及び数が異なります。 

５０ 

７８
 

調整器 

１０ １００ 
１１０ 

ＧＰシリーズ本体 
MＰシリーズ本体 

ソケット　８ｐｉｎ　外形寸法図 

外形図外形図 
HＰシリーズ本体 

ソケット 

ソケットを取付けた状態 

密着取付可能（取付幅５２ｍｍ）取付ネジはＭ４をご使用ください。 ＪＧＰ-□はソケットに付属感温素子が付きます。 

５０ 

４０±０.２ 

８０
 

３５
.４
 

４
 

端子ネジＭ３.５ 

２-４.５φ穴 

２３.５ 

５ ４ 
ｍａｘ.１２２ 

ソケット　１１ｐｉｎ　外形寸法図 ソケットを本体に取り付けた状態 

密着取付可能（取付幅５２ｍｍ）取付ネジはＭ４をご使用ください。 

７ 

６ ５ ４ ３ 

７ ８ １ ２ 

８ 

４ 

３ ９ 

１１ １ 

５０ ３３ 

５ ４ ４ ４０±０.２ 

８０
 

４
 端子ネジＭ３.５ 

２-４.５φ穴 

max.１３４ 

２-φ４.５穴 

７１ 

１１０ 

１００ ７１ 

７８
 

１０ 

max３５.５ 
max１３２ 

７６
 

６
 

６０±０.２ 

端子ネジM３.５ 

４ ４ ５ 

ソケットを取り付けた状態 

65

4

3

7 14

15 10 1 11 2

6 5

4

3

8

9

12

8

92
1

12 14

11 15

10

7

調整器 

銘板 

８０以上 ８０以上 

６０ ６０ ６０ 

１４PFA
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本
体
・
付
属
品
・
別
売
品
　
Ｇ
Ｐ
・
Ｍ
Ｐ
・
Ｈ
Ｐ ZGP－B，　ZGP－D2

ZGP－Ａ，　ZGP－C
種類種類 
形　名 用　途 備　　考 

ＺＧＰ-Ａ ＪＧＰ用 
感温素子 

ＪＧＰ形熱電対温度変換器に付属します。 

ＺＧＰ-Ｃ ＤＧＰ用 
分流器 

定格１００ｍＡを超え３６０ｍＡ以下 

種類種類 
形　名 用　途 備　　考 

ＺＧＰ－Ｂ ＡＧＰ用プロテクタ 
（定格１Ａ～５Ａ） 

ＺＧＰ－Ｄ２ 
ＤＧＰ用プロテクタ 
（電流入力用） 

別売品 

付属品 

ソケットから本体を抜いた時，入

力回路がオープンになるのを防ぐ

ためのダイオード・ユニットです。

必要に応じて御使用ください。 

外形図外形図 

外形図外形図 取付状態 

外形図外形図 取付状態 

ＺＧＰ－Ａ 

ＺＧＰ－Ｂ、ＺＧＰ－Ｃ、ＺＧＰ－Ｄ２ 

２２ 
１２ 

２R

１ 

１５
 

１９
.５
 

４
 

３４
.５
 

７ ７ 

１０ 

２０ ３９ 

６.５ １６ １６.５ 

２８
 

（
１６
） 

３
.２
 

入力端子 

φ４穴 

ZGP－B、 ZGP－C、ZGP－D2

EHP， RHP， NHP

GＰシリーズ信号変換器と組合せて使用する専用の付属品です。 

HＰシリーズ信号変換器と組合せて使用する専用の付属品です。 
GPシリーズ信号変換器と組合せて使用する専用の付属品です。 

種類種類 
形　名 用　途 

ＺHＰ－B

単相３線、三相３線用は１台当り２個使用します。 

５ Ａ、１Ａ 用 

EHＰ、 RHＰ、 NHＰ EHＰ、 RHＰ、 NHＰ 

端子ネジM３.５ 

φ４穴 

３２ １９ 

２６
.３
 

１７
 

７ 
１ 

２０ 

m
ax
 １
１２
 

ZHP-B
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■ 取扱い上の注意 ■ 

１－１使用温度範囲　－１０℃～＋５５℃ 

１－２ 保存温度範囲　－３０℃～＋７０℃ 

１－３相対湿度　　　８５％以下 
周囲温度は製品の寿命に直接影響します。できるだけ高
温、高湿、急激な変化等を避けるように配慮してください。 
１－４ 振動、衝撃 
使用状態での連続的な振動、衝撃は避けてください。振
動、衝撃の耐量として、下記条件で試験して異常ないこ
とを確認しておりますので、輸送時などの目安としてくだ
さい。 
振動　振動数１６.７Ｈｚ、複振幅４㎜の振動を 
　　　Ｘ、Ｙ、Ｚ 方向　　　各１時間　計３時間 
衝撃　４９０ｍ／ｓ２ の衝撃を Ｘ、Ｙ、Ｚ 各正逆方向 
　　　　　　　　　　　各３回　計 １８回 

日本工業規格 ＪＩＳ Ｃ １１１１ ＡＣ－ＤＣトランスデュー
サによる 

１－５その他 
上記以外の特殊な環境で使用される場合は、あらかじめ
ご相談ください。 

1  使用環境について 
安全のため、また、動作の安定のため、接地端子を接地し
てください。接地端子の構成は、機種により異なりますが、
いずれも他の電気回路及び外箱とは絶縁されています。 

３－１ＶＧＰ－□、ＡＧＰ－□、ＦＧＰ－□ 
これらの機種では、電源トランス及び入力トランスの静電
シールドに接地端子を接続してあります。 

３－２前項以外の機種 
（ａ）補助電源が ＡＣ のもの 
電源トランスの静電シールドに接地端子を接続してあり
ます。 

（ｂ）補助電源が ＤＣ のもの 
電源部のノイズフィルタのコンデンサに接地端子を接続
してあります。コンデンサは規定の絶縁抵抗試験及び耐
圧試験に耐えます。 

3  接地端子（Ｇ端子）について 

ＧＰ・ＭＰ・ＨＰ シリーズ変換器はつぎの条件で試験して異常
のないことを確認しております。過大入力に対する強度
の目安としてください。 

４－１入力の過負荷耐量 
（ａ）入力範囲の上限値の１２０％に相当する入力を加え

て連続２時間。 
（ｂ）電圧入力仕様については入力範囲の上限値の２倍

に相当する入力を１０秒間印加。 
（ｃ）電流入力仕様については入力範囲の上限値の４０倍

に相当する入力を１秒間印加。 
　　　（プロテクタ ＺＧＰーＢ、 ＺHＰーＢ形付き） 

4  過負荷耐量 

２－１入力範囲外の条件での動作について 
「入力範囲」の上限をこえた入力信号に対し出力は約１２０
％までは、ほぼ直線的に増加します。それ以上の過大入
力に対し、出力は１５Ｖ、３０ｍＡ以上になることはありま
せんが、機器の破壊、故障につながる場合がありますの
で、注意が必要です。（４項を参照ください） 
「入力範囲」の下限をこえた入力信号の時、出力は、マイ
ナス方向へ直線的に延長した値になります。 

（注. ＤＧＰ－□Ｆ は除く） 
例えば、 
　ＤＧＰ－□形で入力 ＤＣ ０～１Ｖ、出力時 ＤＣ ４～２０ｍＡ 仕様
　　において 
　　　入力 －０.５Ｖ 時、出力は －４ｍＡ となります。 
　ＶＧＰ－□形で入力 ＡＣ ５０～１５０Ｖ、出力 ＤＣ ０～５Ｖ 仕様
　　において 
　　　入力 ０Ｖ 時、出力は－２.５Ｖ となります。 
　のようになります。 

２－２負荷 
負荷抵抗が「負荷抵抗範囲」内であれば、出力は定電圧
又は定電流動作をしますので、負荷抵抗の変化による変
動は極めて小さくなっています。 
電圧出力　負荷抵抗が「負荷抵抗範囲」より小さな値

になると、出力は飽和し、誤差は大きく
なります。 

電流出力　「負荷抵抗」には接続するケーブルの導線
抵抗を含めて考えてください。負荷抵抗が、
「負荷抵抗範囲」より大きな値になると、
出力端子間の電圧が約１２Ｖまでは正常な出
力電流が流れますが、それ以上では、飽
和して、誤差が大きくなります。 

電圧出力、電流出力にかかわりなく、出力を短絡又は開放
しても機器に悪影響を与えることはありません。電圧出力
を短絡した場合は、最大 ３０ｍＡ 程度の電流が出力端子間
に流れます。また、電流出力を開放した場合、最大 １５Ｖ
程度の電圧が出力端子間に生じます。 

2  使用範囲外の条件での動作について 
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1
７－１ 近年機器の高速化、高周波化にともない、ノイズ
によるトラブルが多くなっております。使用環境に応じ
て入力側、電源側にノイズフィルタを設置するように配
慮してください。 

７－２センサの出力信号など、低い電圧の入力側配線や、
出力側の配線には、シールド線をご使用ください。 

７－３入力回路、出力回路はできるだけ ＧＰ シリーズ側、
又は相手方機器側のどちらか一方で、接地又は特定の電
圧レベルに固定して使用してください。フローティング
状態ですと、ノイズの影響を受けやすい場合があります。 

7  その他 （ｄ）電流入力仕様については入力範囲の上限値の２０倍
に相当する入力を２秒間印加。 

　　　（プロテクタ ＺＧＰーＢ、 ＺHＰーＢ形付き） 

４－２補助電源の過負荷耐量 
定格電圧の １２０％ に相当する電圧で連続２時間の動作。 

５－１絶縁抵抗、耐電圧 
機種毎の仕様をご覧ください。尚、試験の際は、入力、
出力、補助電源の各端子は、それぞれに短絡したうえで
実施してください。 
耐電圧の試験時間は１分間と定めております。使用状態
で常時回路電圧が加わる場合は、 
回路電圧の最大値＜（耐電圧の試験電圧－１０００Ｖ）÷２
を目安として、余裕のある設計にしてください。 

５－２インパルス耐電圧 
　　　　（ＡＧＰ－□、 ＶＧＰ－□、 ＦＧＰ－□、 ＤＧＰ－□のみ） 
標準雷インパルス電圧（１.２×５０）μＳ、５ｋＶ を電気回路と
接地端子及び外箱の間、及び入力端子と出力端子の間に
それぞれ正逆３回 計１２回印加して、異常のないことを
確認しております。 

5  絶縁抵抗、耐電圧等 

６－１ＧＰ・ＭＰ・ＨＰ シリーズ本体をソケットから外すとき、
また取り付けるときは必ず電源、入力信号を遮断してか
ら作業してください。通電したままの作業は危険ですし、
故障の原因ともなります。 

６－２電流入力回路 
電流回路は活線状態でオープンにすると、高電圧が発生
し、特に危険です。 
本体をソケットから外すことにより、電流回路がオープ
ンになるのを防止するためのダイオードユニットを付属
しておりますので、必ずご使用ください。 
尚、ダイオードユニットを使用した場合も、長時間本体
を外したままで通電することは避けて下さい。 

６－３ 電力回路、高圧回路の直流電流の計測では、分流
器（シャント）と直流電圧入力の ＤＧＰ－□を組み合せてく
ださい。分流器は回路の接地レベルに近い位置に入れて
ください。分流器を使用しないで、直流電流入力の ＤＧＰ
－□を使用する場合は、ソケットから ＤＧＰ－□を外した
状態で通電すると、ソケットに高電圧が印加される場合
がありますので、充分に注意してください。 
対策として「ＤＧＰ用プロテクタ」（ＺＧＰ－Ｄ２）を別売品と
して用意しております。（４６頁参照） 

6  安全上の注意 

センサ ＊ＧＰ－□ 負荷 

センサ ＊ＧＰ－□ 負荷 

８－１ 特に、定期的な保守、点検を必要とするところは
ありません。 

８－２ 表面パネルに「ＳＰＡＮ」「ＺＥＲＯ」の調整器を備えて
います。 
　「ＳＰＡＮ」は出力スパンの約１０％ 
　「ＺＥＲＯ」は出力スパンの約５％ 
の範囲で調整が可能です。 
製品は出荷時に調整しておりますが、再調整の必要なと
きは、入力信号及び出力信号の測定可能な標準計器を用
意したうえで以下の手順で調整してください。 
①入力、出力に標準計器を接続し、補助電源を加えて
１５分以上ウォーミング・アップします。 
②入力に入力範囲の下限に相当する信号を加え、対応す
る出力になるように「ＺＥＲＯ」を操作します。 

③入力に入力範囲の上限に相当する信号を加え、対応す
る出力になるように「ＳＰＡＮ」を操作します。 

④②，③をくり返して、完全に調整できたことを確認し
ます。 

⑤入力範囲内の各点で入出力特性を確認します。 
以上で調整は終了です。 

８－３ 製品が正常な動作をしない場合は、以下を確認の
うえ、当社までご一報ください。 
①補助電源の電圧は使用範囲ですか？ 
　　　電圧計で測ってください。 
②入力信号の極性は合っていますか？ 
　異常なノイズが混入していませんか？ 
　　　オシロスコープで観測してください。 
③負荷抵抗は使用範囲内ですか？ 
　負荷側に接続される機器に異状はありませんか？ 
尚、ご連絡の際は、動作異常の状況とともに、形名、入
力、出力、製造番号をお伝えください。 

8  保守、校正 
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■ 解　　説 ■ 

ＧＰ・ＭＰ・ＨＰシリーズ変換器の性能の表し方、試験の方法
は「日本工業規格に準じて、決めています。 
ＪＩＳ Ｃ １１１１ ＡＣ-ＤＣトランスデューサ 

１. 試験の条件 
ＧＰ・ＭＰ・ＨＰシリーズ変換器の試験は原則として下記の標
準の環境で実施します。実際の動作環境と、この標準の
環境との違いによって生じる変動は、別に影響として規
定します。 
周囲温度　　　２３℃ 
補助電源　　　定格電圧、定格周波数 
出力の負荷　　負荷抵抗範囲内の抵抗 
ウォーミング・アップ時間　１５分以上 

２. 許容差 
ＧＰ・ＭＰ・ＨＰシリーズ変換器を標準の環境で動作させたと
きの、出力の百分率誤差の限度を許容差と呼びます。百
分率誤差は、誤差を出力のスパンに対する百分率で表し
たものです。 
誤差＝（変換器の実際の出力値）－（設計上の出力値） 
百分率誤差＝（誤差）÷（出力のスパン）×１００％ 
出力のスパン＝（出力範囲の上限値）－（出力範囲の下限
値） 
（例）出力 ＤＣ ４～２０ ｍＡ の機器の出力のスパン １６ ｍＡ

になります。 

３. 影響 
標準の環境から、条件の一つだけを変化させたときに生
じる出力信号の変動を影響と呼びます（例えば、温度の
影響、補助電源電圧の影響など）影響の限度は、出力の
スパンの百分率で表して、各機種ごとの性能覧に示して
います。 
註）実際の使用状態で考えられる最大の誤差は、許容
差と、使用環境による影響とを加算した数値とな
ります。 

４. 出力のリップル 
入力が定常状態のとき、出力に含まれる交流成分をリッ
プルと呼びます。リップルは出力の交流成分のピーク・
ピーク値と出力のスパンとの比で表します。 
５. 応答時間 
入力信号がステップ状に変化したときから出力が最終定
常値を中心とする特定の範囲に収まるまでの時間を応答
時間といいます。 
ＧＰシリーズの応答時間は、出力が０から９０％に変化す
るようなステップ入力を加えて、最終定常値の±１％に
収まるまでの時間で表しています。 
注）一部の機種ＤＧＰ－□Ｆ□等では最終定常値の９０％に
達する時間で表しています。 

 【性能の表し方】 
１. 平均値整流方式（ＡＧＰ－□、ＶＧＰ－□） 
交流信号の半周期間の平均値に比例した直流出力を得る
検出方式。入力信号が正弦波のときの実効値で校正しま
す。入力信号が正弦波でないときは原理的に誤差を生じ
ます。 

２. 実効値演算方式（AGP－□E、VGP－□E） 
交流信号の実効値（ＲＭＳ値）に比例した直流信号を得る
検出方式。ＧＰシリーズの「実効値演算方式」では、アナ
ログ演算回路により、入力信号が正弦波でない場合も実
効値に対応した出力が得られます。 
［例］ 
入力信号が基本波の１５％の第３調波を含む歪波形の場合、
ＡＧＰ－□、ＶＧＰ－□（平均値整流方式）では最大５％程度の
波形の影響による誤差を生じますが、ＡＧＰ－□Ｅ、ＶＧＰ－
□Ｅ（実効値演算方式）では、同じ波形によって生じる誤
差は０.５％以下です。 

 【動作に関する用語】 

１. アイソレーション 
温度センサ（熱電対、測温抵抗体）を用いた温度測定では、
入力信号は微小信号であり、外部からの誘導雑音を受け
易い状況が予想されます。このため、入力ー出力間を絶
縁（アイソレーション）して、入力回路の対地インピーダ
ンスを高くすることは、微小信号入力回路を外部の電位
から切り離すことになり、コモンモード雑音に対して正
確、安定な計測を確保するための一般的な方法です。 

２. リニアライザ 
一般に温度センサの信号は測定温度に対して直線関係で
はありません。温度の計測や、制御の際には温度変換器
の出力と測定温度の関係は直線（リニア）であると取り扱
いが便利です。リニアライザは温度センサの非直線性を
補正し直線化（リニアライズ）した出力にします。 

３. バーンアウト 
温度センサを使用した温度の制御システムでは、温度セ
ンサが故障するとシステムの制御ができなくなり、シス
テム全体が暴走する危険があります。バーンアウト回路
は、温度センサの断線事故のとき、変換器の出力信号を
出力最大値以上（上方振り切れの場合）として暴走を防ぎ、
断線事故を知らせるものです。尚、断線時に出力最小値
以下の出力とする（下方振り切れ）場合もあります。 

４. 基準接点補償（冷接点補償）─JGP－□シリーズ 
熱電対は測温接点と基準接点の温度差に対応した起電力
を発生します。基準接点は変換器の入力端になりますの
で、変換器の周囲温度が変化すると、ＪＩＳで規定されて
いる熱起電力分布（基準温度は ０℃）から変移することに
なります。冷接点補償機能は、変換器入力端の温度を検
知して、熱起電力を補正し、正しく測温接点の温度に対
応する出力を得られるようにする機能です。 

【温度変換器の機能に関する用語】 
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